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SR-MOD100Cユーザーズガイド

型番：SR-MOD100C REV4.90

小型・お手軽

簡単！UART音声認識組込モジュール

取扱説明書

お使いになる前にこの説明書をよくお読みの上正しくお使いください。

メーカーリリースのデータシートも必ずご参照ください。

https://fortebit.tech/docs/manuals/easyvr-3/

(C)2020 マイクロテクニカ

製品の概要

簡単!UART音声認識組込モジュール(型式;SR-MOD100C)は、56。

4mm×25。4mmの小さな基板に音声認識に必要な機能を凝縮した組

込用の音声認識モジュールです。最初から用意されている基本フレー

ズ25語（不特定話者認識フレーズ、SIフレーズ）の他に、特定のユーザ

ーの声に対して認識を行う話者特定認識フレーズ（SDフレーズ）を32

フレーズ登録（※1）させ、音声認識をさせることができます。

さらに、マイクロテクニカでは本体に不特定の話者の発話でも認識

できる不特定話者認識フレーズを本体に有償で登録させ、お届けする

サービスも行っております。

日本語はもちろん、英語・イタリア語・ドイツ語・フランス語・スペイン

語・韓国語・中国語の8カ国語に対応しています。登録させたフレーズ情

報はすべて本体の不揮発性メモリーに記憶されます。

制御はすべて簡単な非同期式シリアル通信(UART)で行うことがで

きます。音声認識の開始コマンドを送信後、マイクに入力された音声を

解析し以前に学習させた音声と認識した場合にはシリアルコマンドで

対応するインデックス番号を返します。ユーザーはこのインデックス番

号によって、どの音声が入力されたかを認識することができます。

UARTのロジック電圧レベルは+5Vと+3.3V両方に対応しています。

認識させる音声の学習や管理は、パソコン上から簡単に行える専用

のユーティリティソフトが付属しています。別売のパソコン接続ケーブ

ル（型式：QUICK-USB）トを使うことで、パソコンのUSBポートに接続し

て簡単にパソコンから制御することができます。

その他、本体のメモリーにマイクから入力した音声を最大32メッセ

ージ録音できる機能もあります。

※音声認識には、発声した声質やイントネーション、その他背景の雑音

等の諸条件によって正しく音声を認識できない場合があります。これは

製品の性質上やむを得ない事象であり、本製品の音声認識精度は保

証されるものではありません。

※本製品は伊RoboTech srl社製の製品です。

※1：32フレーズとは、話者特定パスワードフレーズ（話者識別認識）の

最大登録可能数5人分を除いた場合のフレーズ数です。パスワードフレ

ーズを5つ登録した場合、話者特定フレーズは最大27フレーズまでと

なります。

パッケージの内容

■同梱物

・SR-MOD100C本体

・コンデンサマイク付きケーブル

・ヘッダピン6ピン、8ピン 各2つずつ

■インターネットからダウンロードして頂くもの

・マニュアル（本書）

・SR-MOD100C用ユーティリティソフト(EasyVR Commander)

ピン配置及びピンの詳細

緑LED

赤LED

QUICK USB接続コネクタ

各ピンの概要と使い方については次のページの表をご参照ください。

J1及びJ2端子はmikroBUS仕様になっています。mikroBUSとは、統一

したPICマイコン系ボードのインターフェイスで、当方で販売中の各種P

ICマイコン開発用統合評価ボードにそのまま装着できるインターフェイ

スです。

J1 J2

J3 J4
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■J1、J2端子（電源と制御）

J1、J2端子はmikroBUS規格に沿った端子配列です。

電源ピンと、UART通信用のTX、RXピンがあり本機の制御はここの

端子で可能です。

端子 番号 名称 方向 詳 細

1 NC

2 RST I リセット（Lﾚﾍﾞﾙでﾘｾｯﾄ、内蔵ﾌﾟﾙｱｯﾌﾟ）

J1 3-6 NC

7 3V3 I 3.3V電源電圧

8 GND 電源GND

1 XM I FW更新用ﾋﾟﾝ（通常は使用しません）

2 DE 0 通常は使用しません

3 TX 0 UARTデータ TX(送信データ)

J2 4 RX I UARTデータ RX(受信データ)

5-6 NC

7 5V I 5.0V電源電圧

8 GND 電源GND

電源は3.3Vか5.0Vかを選択できます。デフォルトでは5.0Vになって

います。安定化された5.0Vを印加してください。

消費電流は動作時35mA程度流れることがあります。その他GPIOピ

ンを使うと消費電流は増加します。100mA以上流せる電源をご使用

ください。なお電源品質が悪い場合音声認識の精度に影響が生じま

す。また消費電流は5mA程度から35mA程度まで変動があります。応

答性能のよいものをご使用ください。

リセットピン(RST)は内蔵プルアップされており未使用時はオープン

にしておきます。Lパルスを印加すると本体がリセットされます。

電源投入後本体の動作が開始しない時など本体の動作が不安定な

場合にLパルスを印加してリセットしてください。

UART信号ピン(TX,RX)は、制御用のシリアル通信信号線です。ロジッ

ク信号の電圧レベルは"PWR SEL“で設定した電圧値になります。

"PWR SEL“でどちらの電圧系が選択されているか必ずご確認くだ

さい。間違うと本体が破損する場合があります。

また、電源電圧を印加する前にUARTのRXピンにロジック信号の電

圧が印加されていると、そちら側から電流が本機に流れてラッチアッ

プを引き起こす場合があります。ラッチアップが発生すると、その後

電源を投入しても正しく動作しない上、場合によっては本体を破損す

ることがあります。ラッチアップが発生しないよう電源電圧の投入タ

イミングとRXピンにロジック信号の電圧が印加されるタイミングの

調整を行ってください。また、RXピンに過大な電流が流れないように

するため、場合によっては本機を制御するUARTホスト機器のTXピン

と本機のRXピン間に1kΩ程度の抵抗器を直列に入れてください。

FW更新用ピン(XM)は通常は使用しません。必ずオープンにしておき

ます。

■J3端子（汎用I/O）

GPIO(汎用IOピン)ピンです。コマンドを使用して入力ピン及び出力ピ

ンとして使うことができます。

端子 番号 名称 方向 詳 細

1 IO1 I/O 汎用I/O （3.0Vまで)

2 IO2 I/O 汎用I/O （3.0Vまで)

J3 3 IO3 I/O 汎用I/O （3.0Vまで)

4 IO4 I/O 汎用I/O （3.0Vまで)

5 IO5 I/O 汎用I/O （3.0Vまで)

6 IO6 I/O 汎用I/O （3.0Vまで)

この汎用I/Oピンは電源電圧にかかわらず最大入力電圧は3.0Vま

でです。5.0Vは印加できません。3.0V以上を印加すると本体が破損

します。このピンを入力ピンして使う場合には3.0Vを超えないよう十

分ご注意ください。(3.3Vでないことに注意！)

■J4端子(オーディオ)

音声に関する端子です。スピーカー端子にはインピーダンス8Ωのス

ピーカーを接続できます。（Zの違うスピーカを接続すると破損する

ことがあります。）

マイクは通常付属のコンデンサマイクを使うことが推奨されますが

外部に別のマイクを取り付ける場合にはこのピンを使います。

端子 番号 名称 方向 詳 細

1 SP+ O 差動スピーカー出力（Z=8Ω）

2 SP- O 差動スピーカー出力（Z=8Ω）

J4 3 VM O マイク電源

4 MIC I マイクオーディオ入力

5 RET マイクリターン（アナログGND）

6 VDD O 内蔵ロジック電圧（リファレンス用）

外部にマイクを取り付ける場合には次のマイクが使用できます。

・感度 -38dB (0dB=1V/Pa @1KHz)

負荷インピーダンス 2。2K

動作電圧 3V

100Hz～20kHzまでの周波数特性がフラットである物

もし付属のマイク以外を使用する場合で上記仕様と異なる場合に

は、次の回路を参考にして抵抗器の値を適切に調整する必要があり

ます。

R4はゲイン調整用抵抗器として、SR-MOD100Cに実装されていま

す。標準値として1。2kΩが実装されています。マイクを拡張する場合

には適宜値を調整してください。ゲインを減衰させる場合にはRxに

抵抗器を取り付け値を小さくして使用します。
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■MIC、スピーカー白色コネクタ

付属のコンデンサーマイクを取り付けるソケットです。

スピーカーピンは付属のケーブルをご使用ください。

しっかり差し込みます

■PWR SEL

電源電圧値及びロジック電圧レベル設定用のジャンパー抵抗です。

0Ωの0603サイズの抵抗器が使用されています。

電源電圧を+3.3Vにするか、+5.0Vにするかをここで設定します。

デフォルトでは+5.0V設定になっています。

使用する電源の電圧及びUART信号線を接続するロジック回路の電

圧レベルと合わせて、ここの設定を行ってください。

■緑LED、赤LED

D1の赤LEDは本体の電源がONの時点灯します。

UART信号でデータを受信した時点滅します。

D2の緑LEDは音声入力待機中に点灯します。

各ピンの電気的特性

■推奨動作条件

表示 詳細 Min Typ Max 単位

Vsel 電源電圧（選択式） 5V 3.15 5.0 5.5 V

3V3 3.15 3.3 5.5 V

Ta 周囲温度 0 25 70 ℃

RX シリアル通信 受信データ 0 - Vsel V

TX シリアル通信 送信データ 0 - Vsel V

■RX、TXピン電気的特性

表示 詳細 Min Typ Max 単位

VIH 入力H電圧 2.1 5.5 V

VIL 入力L電圧 0.0 0.9 V

IIL 入力漏れ電流 （0V<Vi<5。5V） -65 μA

VOH 出力H電圧 (IOH=-0。3mA)

5V 4.3 5.0 V

3.3V 2.6 3.3 V

VOL 出力L電圧 (IOL=5mA) 0.0 0.2 V

■リセットピン電気的特性

表示 詳細 Min Typ Max 単位

VIH 入力H電圧 2.1 5.5 V

VIL 入力L電圧 0.0 0.6 V

■汎用IOピン電気的特性

表示 詳細 Min Typ Max 単位

VIH 入力H電圧 2.4 3.0 3.3 V

VIL 入力L電圧 0.0 0.0 0.75 V

IIL 入力漏れ電流 （0V<Vi<3V、 Hi-Z input） <1 10 μA

Rpu ﾌﾟﾙｱｯﾌﾟ抵抗
Strong 10 kΩ

Weak 200 kΩ

VOH 出力H電圧 (IOH=-5mA) 2.4 3.0 V

VOL 出力L電圧 (IOL=5mA) 0.0 0.6 V

SR-MOD100Cで音声認識結果を得る仕組み

SR-MOD100Cで音声認識結果を得るには次の2つの組み合わせを

使います。1つは、複数のフレーズがひとまとまりにっているWordset（ワ

ードセット）、そしてワードセット内にある各フレーズにはそれぞれIndex

(インデックス)という値が付いています。

Index フレーズ

0 アクション

1 進め

2 曲がれ

Wordset1 3 走れ

4 見ろ

5 攻撃

6 止まれ

7 こんにちは

0 左

1 右

2 上

Wordset2 3 下

4 前

5 後ろ

例えば上の表はSIフレーズ（不特定話者認識フレーズ）の抜粋です。

Wordset1には8つのフレーズが、Wordset2には6つのフレーズがそれ

ぞれ登録されています。各フレーズにはIndex値が割り当てられていま

す。

ホスト側の機器(本機を制御するUARTホスト機器)は音声認識を開

始する時に、どのWordsetを認識したいか指定します。例えば、「Wordse

t1」を指定した場合Index0～7までのいずれかを認識できるということ

になります。

SIフレーズ認識開始のコマンド(CMD_RECOG_SI)は69hで引数は

Wordsetです。よってWordset1内のフレーズを認識したい時は、

69h、 42h

をUARTホストから本機に対して送ります。(本機では数値0が41hで

す。よって数値1は42hとなります。)

このコマンド実行によりSR-MOD100CはWordset1内のどのフレー

ズを話者が発話したかを判定します。もし話者が「止まれ」と発話した

場合、認識結果はIndex値6なので、47hを出力します。（実際には認識

結果成功などのコマンドがその前に含まれます。）
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UARTホスト機器はこの47hを受信することで、「止まれ」を発話した

ということを理解します。つまりホスト機器はあらかじめ、Index番号が

何番の時にフレーズは何なのか、というテーブルを用意しておく必要が

あります。

Wordset1を認識開始の時に引数として指定したのに、話者が「後ろ」

と発話しても、そのフレーズはWordset1には含まれないのでSR-MOD

100Cは、「認識出来ないフレーズ」という意味のSTS_ERROR(65h)

を出力します。Wordset2を指定していれば、(69h、 43h)認識結果とし

てIndex値5(46h)を出力します。

認識開始の場合には、UARTホスト機器側はどのWordsetに含まれる

フレーズを認識させたいのかを引数として指定します。そのWordset内

に含まれているフレーズが発話され認識された場合には、SR-MOD10

0Cはそれに対応するIndex値を出力します。

SR-MOD100Cを準備しましょう

SR-MOD100Cを使用できるよう準備をしましょう。SR-MOD100C

に接続する非同期式シリアル通信(以下、UARTと記載)のホスト機器

は、各種マイコンが使用できますが最初に音声認識用のフレーズを本

体に記憶、学習させるためにパソコンとの接続が必要です。

電源電圧は3.3Vか、5.0Vかを選択できます。デフォルト設定では5.0

V電源の設定となっています。変更する場合には、本書2ページに記載

の"PWR SEL"端子のジャンパー設定を3.3Vにする必要があります。

SR-MOD100CのUART端子のロジック電圧レベルは、0Vと電源電

圧に印加した電圧レベルとなります。本体の電源電圧にあわせてくださ

い。UART通信の初期設定は下記の通りです。

・通信速度 9600bps

・データ長 8ビット長

・パリティ なし

・ストップビット 1

・データの方向 LSBファースト

①コンデンサマイクを接続します

付属のコンデンサマイクをSR-MOD100Cのコンデンサマイク端子

(MICと記載)に接続します。端子には切り込みがありますので、切り込

みに合わせて装着してください。

しっかり差し込みます

②電源を接続します

電源は+3.3Vか、+5.0Vのどちらかとなります。選択は本機の"PWR

SEL"端子で設定できます。デフォルト設定では+5.0V電源となっていま

す。（本書では+5.0Vで使用していることとして説明しています）

本体のJ2端子にある5VピンとGND間に+5.0Vの電源電圧を印加し

ます。本機の消費電流は動作時に30mA程度です。

電源には応答性能のよいものをご使用ください。また最大で100mA

以上流せるものをご使用ください。

極性は間違えないよう十分ご注意ください。極性を誤って接続すると

本体は破損し、修理できません。

電源を投入すると、本体の赤LEDが点灯します。

③パソコンと接続しましょう

SR-MOD100Cにフレーズを学習させたり、管理を行うためにはパ

ソコンとの接続が必要です。パソコンでは専用のユーティリティソフト

ウエア、EasyVR Commanderで各種操作を行います。

パソコンとの接続には、当方から販売している"パソコン接続ケーブ

ル"(型式:QUICK-USB)をご使用になると簡単です。

QUICK-USBは、+5Vの電源をUSBバスパワーから取り出すことが

できるため、そのままSR-MOD100Cに接続して電源の給電が可能で

す。回路を自作されない場合には、ぜひこちらのボードをご利用くださ

い。

QUICK-USB使用しない場合には、RS232C-UART変換ICのADM3

202や、USB-UART変換ICのFT232などを使用して、UART信号をパ

ソコンと接続できるインターフェイスに変換します。ADM3202を使っ

た参考回路図を次に掲載します。

図： RS232Cインターフェイス回路参考図
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③QUICK-USBを使ってパソコンと接続する

QUICK-USBを使って接続する場合には、QUICK-USBのコネクタを

SR-MOD100CのQUICK-USB用コネクタにしっかり装着してくださ

い。挿入方向には極性（向き）がありますので、よくご確認ください。間違

った方向に無理に差し込むとコネクタを破損するばかりでなく、本体を

破損してしまいます。

LED側に緑と

黄色のケーブル

装着後直ちにLED点灯を確認

装着時には、基板の端がかけている側にケーブルの緑線と黄線側が

来るようにゆっくり装着してください。入らない場合は無理して押し込

まないでください。

装着したらすぐに赤色LEDの電源LEDが点灯することを確認します。

万一接続しているにもかかわらず点灯しない場合には直ちにケーブル

を外して装着方向を確認してください。

接続されるとデバイスドライバーのインストールを要求されます。QU

IUC-USBケーブルは、USB-UART変換で有名なFT232RLを使用し

ているためFTDI社のページからドライバーをダウンロードします。

http://www.ftdichip.com/Drivers/VCP.htm

ご使用のOSに準じたファイルをダウンロードしてパソコンにインスト

ールしてください。インストールが完了すると、パソコンには仮想COM

ポートが作られます。SR-MOD100Cにはこの仮想COMポートを通じて

アクセスすることとなります。仮想COMポートのポート番号はデバイス

マネージャーからご確認ください。

続いてソフトウエアのインストールを行います。

ソフトウエアのインストール

SR-MOD100Cに音声認識フレーズを登録したり、管理を行うため

のソフトウエア、"EasyVR Commander"をインストールします。本ソフト

ウエアは、下記サイトからダウンロードできます。

http://www.microtechnica.tv/support/manual/

上記ページから、「SR-MOD100C」の項目へジャンプして頂くと、何

種類かソフトウエアが公開されております。

その中から、「基板にEasyVR3と記載のあるものをご使用の方」という

ところにあるリンクをクリックしてソフトウエアをダウンロードしてくだ

さい。

1 上記のファイルをダウンロードして解凍します。

"SETUP.EXE"をダブルクリックしてインストーラを起動します。

2 インストールディレクトリを指定します。変更する場合には参照"ボ

タンを押してインストール先を設定してください。

3 スタートメニューのフォルダーを尋ねる画面ではそのまま"install"ボ

タンを押してください。

4 インストールが開始されると何回か、付属するソフトウエアも同時

にインストールするかどうかを尋ねる数のようなメッセージが表示

されます。

メッセージはすべて「はい」ボタンを押してください。

※メッセージは4回程度表示されます。

5 最後に"Next"ボタンを押し、画面に"Completing the EasyVR Com

mander Setup"と表示されたら"Finish"ボタンを押してインストール

を完了します。

SIフレーズの認識を試してみる

SIフレーズとは、プレインストール不特定話者認識フレーズのことで

本機にあらかじめ組み込まれた25個のフレーズについて認識を行う物

です。話者が誰であっても認識できるため、話者に依存しないことから

Speaker Independentとよびます。

パソコンとSR-MOD100Cが接続されているので先ずは試しにSIフ

レーズに認識をしてみましょう。

1 SR-MOD100Cとパソコンを接続し、電源を投入します。

EasyVR Commanderを起動します。

EasyVR CommanderはスタートメニューのVeeaRグループの下に

ショートカットがあります。

2 SR-MOD100Cを接続しているCOMポートを指定します。

EasyVR CommanderのCOMポートブルダウンからCOMポートを選

択してください。
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3 COMポートをオープンします。

ツールバーにある"Connect"ボタンを押してください。

正しく接続できない場合にはCOMポートの選択が誤っているか、パ

ソコンとのUART通信が正常に出来ていないことが考えられます。

COMポート設定やUART通信がパソコンと行えていることを確認し

てください。

4 最初に使用言語を選択します。ツールバーの"Set Language"ボタ

ンを押して表示されたプルダウンから"Japanese"を選択してくださ

い。

5 続いて認識を行いたいフレーズのある、グループを画面左側のグル

ープ一覧から選択します。ここでは "2 Wordset 6" と書かれた

ピンク色のフォルダをクリックして選択してください。

6 選択するとこのグループに登録されているフレーズの一覧が右側

に表示されます。試しに「後ろ（うしろ）」 を認識させてみましょう。

ツールバーの"Test Group"ボタンを押してください。

認識はボタンを押した瞬間から始まります。タイムアップ時間は5

秒ですので5秒以内にマイクに向かって、「うしろ」と発話してくださ

い。

※音声待機中の時は本体の緑LEDが点灯します。

7 正しく認識できると、「後ろ」の行が緑色にハイライトされ点滅しま

す。

同様にして、別のフレーズも認識させてみてください。

またグループを変えると認識できるフレーズも変わります。

色々なフレーズを発話して認識動作をご確認ください。

SR-MOD100Cの認識音声の構成

SR-MOD100Cには次の3つの種類のフレーズがあります。

・プレインストール不特定話者認識フレーズ (SIフレーズ)

・特定話者認識フレーズ (SDフレーズ)

・パスワードフレーズ (SVフレーズ)

・カスタム不特定話者認識フレーズ (カスタムSIフレーズ)

それぞれ名前が長いため、略したSIフレーズやSDフレーズという呼

び方をします。

SR-MOD100Cで標準でご使用頂けるのはSIフレーズとSDフレー

ズ、SVフレーズになります。

■プレインストール不特定話者認識フレーズ (SIフレーズ)

プレインストール不特定話者認識フレーズ(SIフレーズ)は、発話者が

誰であっても（男女問わず）認識できる、あらかじめ組み込まれた25個

のフレーズのことです。この25個のフレーズはユーザーが変更すること

はできません。

話者に依存しないことからSpeaker Independentとよび、SIフレーズ

と呼びます。

主にロボットの駆動用の言葉や、数字といったよく使われそうな単語

が登録されています。なお数字については"4"は"シ"ではなく"ヨン"と発

音する必要があります。詳しくは下記の表に記載されています。

EasyVR Commanderでは、"Group List"の中にピンク色のアイコン

で表示されます。登録後は日本語の場合下記の通りです。

Index フレーズ

0 アクション

1 進め

2 曲がれ

Wordset1(8フレーズ) 3 走れ

4 見ろ

5 攻撃

6 止まれ

7 こんにちは

0 左

1 右
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2 上

Wordset2(6フレーズ) 3 下

4 前

5 後ろ

0 ゼロ （「レー」は不可）

1 イチ

2 ニ

3 サン

4 ヨン （「シ」は不可）

Wordset3(11フレーズ) 5 ゴ

6 ロク

7 ナナ

8 ハチ

9 キュウ 又は ク

10 ジュウ

■特定話者認識フレーズ (SDフレーズ)

フレーズの音声を登録学習した話者の声でのみ認識ができるフレー

ズのことを特定話者認識フレーズといいます。話者に依存するため、Sp

eaker DependとよびSDフレーズと呼びます。

このSDフレーズは最大で32フレーズまで本体に登録することがで

き、フレーズの内容は自由に決められます。ただし、フレーズ登録で認

識学習された、特定の話者の声で入力された場合のみ認識でき、学習

をさせていない話者の声では認識できません。決まった発話者の声で

のみ認識できるフレーズです。例えば、話者Aが「こんにちは」と登録し

てフレーズの学習をさせた場合、別の話者Bが「こんにちは」と発声して

もSR-MOD100Cは認識できません。

SDフレーズはSR-MOD100Cの内部で、グループ1～15までの15

グループに分けられています。ユーザーが登録できるフレーズ数は（話

者特定パスワードフレーズ（話者識別認識）と合計して）最大で32フレ

ーズです。

1つのグループに32フレーズを登録することもできますし、音声の内

容によって、1～15のグループに分けも登録できます。グループ分けを

すると似たフレーズの誤認識を防止できます。

SR-MOD100Cの音声認識開始のコマンド(0x64)では、引数として

どのグループ(1～15)に登録されたフレーズを認識させたいかを指定

します。よって、指定したグループ以外のグループに属するフレーズは認

識しません。グループ分けをすることで、フレーズ内容が似ており、誤認

識しそうな単語であっても、場面に応じたグループ分けにより誤認識を

低下させることができます。

特定話者認識フレーズの登録数についての注意

SDフレーズは最大で32フレーズが登録できますが、これは次に

紹介するパスワードフレーズ(SVフレーズ)の5つを除いた登録

数です。SVフレーズを5つ登録した場合にはSDフレーズは最大

27フレーズとなりますのでご注意ください。、

■パスワードフレーズ（SVフレーズ）

パスワードフレーズ(SVフレーズ)は、最大5人までの別の話者を登録

して、同じフレーズでも話者を識別することができる特別な認識グルー

プです。話者を特定できることからSpeaker Verificationとよび、SVフ

レーズと呼びます。パスワードなどに使うことができます。

SVフレーズは、同じフレーズ（異なるフレーズでも可能）を最大5人ま

で別の話者が登録できます。登録した話者の声質（声紋）をSR-MOD1

00Cは特徴として認識していますので、どの話者が発声した声なのかを

識別することができます。

例えば、「解錠（カイジョウ）」というフレーズを5名が話者として、それ

ぞれ学習登録させた場合、同じ「カイジョウ」というフレーズを音声認識

させた時、どの話者が発声したものなのかを識別し、対応した番号をシ

リアル通信で返します。

※SV機能の識別精度は、完全な本人認証や照合を保証するものでは

なく、信頼性はホビーレベルとお考えください。信頼性が高く求められ

る用途、例えば金銭や人命、財産等を保護するシステムへの使用はで

きません。本機のSV機能を使用されたこと、または使用できなかったこ

とによるいかなる障害・損害についても、当方は一切の責任を負いか

ねますのであらかじめご了承ください。

■カスタム不特定話者認識フレーズ (カスタムSIフレーズ)

※このフレーズはお客様では登録できず、ご注文時に当方にて8語ま

で無償、9五以上は有償で登録するものとなります。

カスタム不特定話者認識フレーズ(カスタムSIフレーズ)は、不特定の

話者が発話したフレーズを認識するフレーズです。SR-MOD100Cに

は、あらかじめ25個のプレインストール不特定話者認識フレーズが組

み込まれていますが、フレーズ内容は変えられません。SDフレーズはフ

レーズ内容を自由に登録できますが特定の話者の声のみしか認識でき

ません。

カスタムSIフレーズは、お客様が当方に登録したいフレーズを申請し

て頂くことで、当方がそのフレーズをSR-MOD100Cに登録し、納入す

るもので、任意のSIフレーズがご利用頂けます。登録後のフレーズはお

客様では変更できません。

任意のSIフレーズが登録できますので、不特定の人物が発話した内

容を認識させたい場合に使います。登録申請は本機ご注文時に行って

頂く必要があります。8語までは無償で登録を致します。9語以上は有償

で承っておりますので、詳しくは下記のサイトをご参照ください。

http://www.microtechnica2.com/autopub2/
srmod100/
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特定話者認識フレーズ(SDフレーズ)の登録と学習

パソコンにインストールしたEasyVR Commanderを使って、SR-MO

D100CにSDフレーズの登録をします。SR-MOD100Cは、あらかじめ

登録された音声フレーズを内部の不揮発性メモリーに記憶します。こ

の時、どのフレーズが「どのグループ」の「何番」かということを、フレー

ズ登録しながら、EasyVR Commanderで管理します。

UARTでコマンド送信で行うこともできますが、登録作業に関しては

手順が煩雑ですので、EasyVR Commanderをご使用になることをお奨

めします。

SR-MOD100Cでは、ユーザーが任意のフレーズを32個まで登録す

ることができます。本項では、EasyVR Commanderを使って、SR-MOD

100Cの"グループ1～15"のグループに音声認識フレーズの登録をす

る方法を紹介します。なお、グループ1～15に登録できる音声認識フレ

ーズは、SDフレーズですのでフレーズの登録学習をさせた話者と、一致

する話者でないと認識はできません。

1 SR-MOD100Cとパソコンを接続し、電源を投入します。

EasyVR Commanderを起動します。

EasyVR CommanderはスタートメニューのVeeaRグループの下に

ショートカットがあります。

2 SR-MOD100Cを接続しているCOMポートを指定します。

EasyVR CommanderのCOMポートブルダウンからCOMポートを選

択してください。

3 COMポートをオープンします。

ツールバーにある"Connect"ボタンを押してください。

正しく接続できない場合にはCOMポートの選択が誤っているか、パ

ソコンとのUART通信が正常に出来ていないことが考えられます。

COMポート設定やUART通信がパソコンと行えていることを確認し

てください。

4 最初に言語を設定します。ここでは日本語を設定します。

メニューバーの"Tools"をクリックし、"Set Language"から"Japane

se"をクリックして選択します。

5 EasyVR Commanderでは、画面左側にフォルダが表示されており、

仕分けされています。青色フォルダがSDフレーズのグループで15

のグループがあります。

緑色フォルダはSVフレーズ、ピンク色フォルダはプレインストールSI

フレーズのグループです。

今回は例として、SDグループ(青色フォルダ)の最初のGroupに5つ

の下記のフレーズを登録させ認識させる設定を行いましょう。

・Index0: おはようございます

・Index1: こんにちは

・Index2: こんばんは

・Index3: コントロール

・Index4: 今週の予定

フレーズはグループ内でそれぞれIndexとして0から順番にインデッ

クス番号を割り当てます。

認識の際にはSR-MOD100Cは、音声がマイクから入力されて正し

く認識できると、該当するフレーズのインデックス番号をUART経由

で出力してきます。ホスト機器はこの値を見ることで、どのフレーズ

を認識したのか判断できます。

Index1～4は、フレーズの最初に"こん"が付く少しまぎらわしいフレ

ーズとしてみました。音声認識の精度をこれで確かめます。

6 画面左側のGroup Listの一覧にある上から2番目の、"1 Group"を

クリックして選択します。

7 5つのフレーズを登録します。ツールバーの"Add command"ボタン

を押します。
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8 右側の"Group 1 Command List"の一覧の一番上に、Index 0とし

て、Labelが入力できる状態となります。Labelには、フレーズを記入

します。

入力ができるようになります

ここでは、「おはようございます」を登録します。EasyVR Commande

rでは日本語テキストには対応していないため（音声認識は対応して

いますが表示上の仕様です）、アルファベットで "OHAYOUGOZAIM

ASU"と入力します。

もし、誤って入力してしまって、確定してしまった場合には、再度Labe

lをクリックして選択して、"Rename command"ボタンをクリックする

と、再編集ができます。

Rename command

なお、ここで入力したラベルはフレーズそのものには関係ありませ

ん。綴りが間違っていても特に問題はありません。

9 再度、ツールバーの"Add command"ボタンを押して、手順8と同様

にして、Index1～4までを追加します。

上図のように5つ登録します。

ここで"Trained"の所を見ます。現在はすべて0となっています。この

回数は学習回数で、話者がこのフレーズに対して何回認識学習をさ

たかということを示しています。通常SR-MOD100Cは、それぞれの

フレーズにおいて2回ずつ学習しますので、すべて学習が完了する

と、ここの値はすべて2となります。

10 ではIndex0から順番にフレーズを学習させていきましょう。

最初に、Index0の「おはようございます」から学習させます。

音声はなるべく、はっきりと通常の会話と同程度の速度で発声しま

す。声の大きさは特に問いませんが、一般的な会話程度の音量とし

ます。小さすぎる声、大きすぎる声は認識の精度が悪くなります。

また、背景雑音が多い騒がしい所や、テレビやラジオの音声が流れ

ている場所では、雑音を拾ってしまうため認識精度が著しく悪くなり

ます。静かな背景雑音のない場所で行ってください。

学習は1つのフレーズで2回行います。学習は失敗したら何度でも

再学習が行えます。

Index0の"OHAYOUGOZAIMASU"の欄をクリックして選択します。

ツールバーの"Train command"ボタンをクリックします。

下図のようなダイアログが表示されます。

マイクに発声できるように準備ができたら、"Phase1"ボタンをクリ

ックし、5秒以内に「おはようございます」とマイクに向かって発声し

ます。5秒程度無音が続くと、学習操作は自動的に完了します。

音声が正しく入力されなかった場合には、下図のようなダイアログ

が表示されます。この表示は音声入力がなく5秒以上経過した場合

に表示されます。この場合正しく学習ができていませんので、やり直

す必要があります。

11 1回目の学習が成功すると2回目の学習を始めるための下図のダ

イアログが表示されます。

2回目の学習なのでフェーズが2/2となっています。

先ほどと同じように、"Phase2"ボタンをクリックしたらマイクに向

かって「おはようございます」と発声します。
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正しく学習が完了すると、ダイアログが消えて、先ほどのリスト部の

"Trained"の欄に学習回数の"2"が表示されます。

12 同様にして、Index1～4の「こんにちは」～「今週の予定」までの学習

を行ってください。学習はそれぞれ先ほどと同じ要領で2回ずつ行い

ます。学習したいフレーズを選択して、"Train command"ボタンをク

リックして学習を行います。

もし失敗したり、うまく学習ができていない場合には、学習内容を削

除することができます。ツールバーの"Erase training"ボタンをクリ

ックすると、学習内容は削除されます。

すべて学習が完了すると、下図のようにすべてのフレーズで"Traine

d"の項目が2と表示されます。

これで音声認識フレーズの登録と学習は完了しました。

続いて、登録したフレーズが正しく認識されるかを試してみましょ

う。

すべてのデータ（フレーズと学習内容）はSR-MOD100Cの不揮発

性メモリーに記憶されていますので、終了したい場合には、そのまま

EasyVR Commanderを終了することができます。

また、SR-MOD100Cのメモリーは不揮発性ですので、そのまま電

源を切断しても、データはすべて記憶されています。

特定話者認識(SD)グループの音声認識

前の項で登録・学習させた各フレーズが正しく認識させるかを実際

に試してみましょう。特定話者認識(SDフレーズ)ですので、認識は登録

学習をさせた話者と同じ話者が発声しないと認識しません。

1 EasyVR Commanderを起動し、COMポートの設定をした後、ツール

バーの"Connect"ボタンをクリックして、SR-MOD100Cと接続しま

す。

2 接続が正しく完了すると、SR-MOD100Cに登録されているすべて

のデータが、読み込まれEasyVR Commanderに反映されます。

前の項目で登録・学習させたSDグループのIndex1 Groupのコマン

ド数が5になっていることを確認します。コマンド数が5というのは、

登録されているフレーズが5つあるという意味です。

ここをクリックすると、右側の一覧に登録済みのフレーズが表示さ

れます。

3 音声が正しく認識できるかをテストします。

マイクに話しかける準備をした後、ツールバーの"Test Group"ボタ

ンをクリックします。

"Test Group"ボタン

"Speak now"という表示が出ますので、ここではテストとして「こん

にちは」と発声します。音声待機中は緑LEDが点灯します

ボタンを押してから5秒以内に発声してください。5秒以上無音時間

が経過すると、下図のようなメッセージが表示されます。

4 正しく認識されると、Index1の"KONNICHIWA"の欄が緑色に点滅し

ます。

緑色でハイライト点滅します



11

音声が入力されていても正しく認識できない場合には下図のよう

な認識失敗の警告が表示されます。

間違ったフレーズが入力されたり、背景雑音の多い環境などで正し

く登録・学習させたフレーズと一致する項目がない場合に表示され

ます。学習者と同一の話者であれば、認識に失敗することは希です

が、声質や"なまり"などにより認識精度が低くなることがあります。

何度も失敗する場合には再度前の項を参考にして、フレーズの学習

をし直してお試しください。

5 同様にして、5つすべてのフレーズが正しく認識できるか確認してみ

ましょう。「こんばんは」、「今週の予定」・・・などど発声してみて正し

く認識ができることを確認します。

話者特定認識(SVフレーズ)グループの音声認識

パスワードフレーズ(SV)は、最大5人までの話者を登録して、同じフレ

ーズでも話者を識別することができます。同じフレーズで話者を識別で

きるので、発声話者に応じた別の処理を行うアプリケーションなどに応

用できます。

ここでは、例として3人の話者が「こんにちは」という同じフレーズを

登録し、それぞれ識別されることを確認します。

1 EasyVR Commanderを起動し、COMポートの設定をした後、ツール

バーの"Connect"ボタンをクリックして、SR-MOD100Cと接続しま

す。

2 左側の"Group List"の所にある緑色フォルダが、話者特定認識フレ

ーズです。"16 Password"をクリックします。

3 フレーズを登録します。「こんにちは」というフレーズを話者毎に用

意します。ツールバーの"Add command"ボタンを押します。

4 右側のLabelの部分が入力待機状態となりますので、"KONNICHIW

A_1"と入力します。同様にして、下図のように3つ登録をしてくださ

い。話者が特定できるように、"_1"など識別できる番号を付けてお

いてください。

上図のように3つ登録します。

5 最初に話者1が、「こんにちは」を登録学習させます。

一番上の "0 KONNICHIWA_1" の部分をクリックして選択しハイ

ライト表示させます。

この状態で、"Train Command"ボタンをクリックします。

6 下図のようなダイアログが表示されますので、マイクに向かって発

声する準備ができたら、"Phase1"ボタンをクリックします。"Speak

Now"と表示されますので、5秒以内に「こんにちは」と発声します。
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7 同様にして、2回目の学習も行いますので準備が整ったら"Phase2"

ボタンをクリックして、「こんにちは」と発声します。

正しく学習が完了すると、リストの"Trained"の数値が2になります。

2回登録学習が完了したことを表します。

同様にして、話者2及び話者3も、音声フレーズの学習をさせてくだ

さい。3人の話者が学習完了すると、"Trained"の数値はすべて2と

なります。

8 続いて、正しく話者を識別できるか確認します。

ここでは例として話者1の人が、「こんにちは」と発音して、正しく1番

目の"KONNICHIWA_1"が認識されるかを確認します。

マイクに話しかける準備をした後、ツールバーの"Test Group"ボタ

ンをクリックします。

"Speak now"という表示が出ますので、話者1が「こんにちは」と発

声します。正しく "KONNICHIWA_1" が緑色にハイライト点滅表示

されれば成功です。

同様にして話者2、話者3でも正しく識別されるかどうか確認くださ

い。

ほとんどの場合、SR-MOD100Cは話者の声質を特徴として分析

学習しているため、識別できますが、希に声質が似ていたりする場

合には、正しく識別ができない場合もあります。SR-MOD100Cの

識別精度は高いですが、識別精度を保証するものではありませんの

で、あらかじめご了承ください。

音声の録音と再生（Rev.3以降FWで利用可能）

最新版ファームウエア（リビジョン3以降）では、本体の不揮発性メモ

リーにマイクから音声を録音して再生できる機能が追加されました。最

大で32個のメッセージを録音できます。

メッセージの最大数は32個ですが、メモリー容量に限りがあります

のでそれほど長い音声は録音できませんが、数秒の音声を録音して再

生するには最適なソリューションです。音声認識機能と組み合わせてス

ピーカーからあらかじめ録音した音声を再生するアプリケーションなど

が作れます。

※本機能は、本体のファームウエアバージョンが3以降でご使用頂けま

す。該当製品には本体のCPU上面に赤いシールが貼付されています。

1 EasyVR Commanderを起動し、COMポートの設定をした後、ツール

バーの"Connect"ボタンをクリックして、SR-MOD100Cと接続しま

す。

2 "Group List"ツリーの"Message"が録音したメッセージが表示され

るツリーです。最大で32個のメッセージを録音できます。

"Message"ツリーをクリックします。

3 "Message List"に32個のインデックスが表示されます。0～31の

番号が個々のメッセージに割り振られます。"Empty Slot"と書かれ

たインデックスにはメッセージが録音されていません。

録音されると"Recorded Message"と表示され消費されたメモリー

サイズが表示されます。

4 メッセージを録音してみましょう。

"Empty Slot"と書かれた行をクリックして指定します。反転されて

選択されます。

5 "Record Message"ボタンを押すと録音が開始されます。

マイクに向かって発話してください。

録音ボタン

6 録音を停止する場合には再度同じボタンを押します。

録音が終了すると、"Interrupted"というメッセージが表示されます

ので、OKボタンを押して完了します。

録音されると、"Message List"の"Message Status"の所に"Recor

ded Message"と表示されます。この録音メッセージをコマンドで再

生する場合にはIndexの値が必要となりますので覚えておきます。
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7 メッセージを再生する場合には再生したいメッセージをクリックし

て選択し、"Play Message"ボタンを押します。

再生ボタン

スピーカーから音声が出力されます。

8 メッセージを消去したい場合には、メッセージを選択し、"Erase Me

ssage"ボタンを押します。

消去ボタン

下図のようなメッセージが表示されたら「はい」を押して完了しま

す。

シリアルコマンドでの制御について

SR-MOD100Cの駆動に使用されるシリアルコマンドは、非同期式

シリアル通信(UART)で、フロー制御を使用しないTXとRXを接続する2

線式の通信をホスト機器と行います。

電源投入時の初期状態では、通信速度9600bps、データ長8ビット

長、1ストップビット、ノンパリティの設定になっています。通信速度は、

シリアルコマンドで最高115。2kbpsまで変更させることができます。

本製品の場合、速度は必要としないため通常は9600bpsで使用するこ

とをお奨めします。

■数値表現について

SR-MOD100Cの数値表現は少し特殊な方法を採用しています。

引数や戻り値で使用される整数値は、-1～31まで用意されています

が、それらは、「40hを最小値の-1」とし「60hを最大値の+31」として

いる点です。よって、整数値0は、41hとなります。

整数値 最小値

40h 整数の最小値 -1

整数値 最大値

60h 整数の最大値 +31

整数値 0

41h 整数のゼロ 0

よって、例えば言語を指定するコマンド(CMD_LANGUAGE)は、コマ

ンドが6Chで、英語に設定する場合引数は0です。この場合、0という引

数は0を送信するのではなく、41hを送信することになります。言語を英

語にする場合には、6Ch、41hををシリアル経由で送信することになり

ます。

最も簡単な算出方法は、41hを送信したい値に加算することです。例

えば、"5"という数値を送信したい場合、SR-MOD100Cには46hを送

信します。よって5+41="46"→46hを送信すればよいことにります。同

様にして、最大値"31"ならば31+41h=60hとなります。

逆に受信した値から数値をデコードする場合には、41hを減算すれ

ばよいことになります。受信した値が5Bhだとしたら、5Bh-41h=26な

ので26ということになります。

なお、40hはASCIIコードで“@”、41hは“A”ですので"0"は"A“と覚え

ておくとプログラミングなどの時簡単です。

Hex 40h 41h 42h 43h 44h 45h ・・・ 5Eh 5Fh 60h

値 -1 0 1 2 3 4 ・・・ 29 30 31

ASCII @ A B C D E ・・・ ~ _ `
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■SR-MOD100CからのAcknowledgement(ACK)について

ACKnowledgement(ACKと記載)は、SR-MOD100Cがコマンドを受

信した時、そのコマンドが正しく受信されたことを通知するために出力

する肯定的な返事のデータです。SR-MOD100CのACKは6Fhです。

あるコマンドを送信してその内容にエラーが無く正しく処理が行われ

ると、6Fhが戻りますので、次の処理は必ずこのACKを受信してから行

うようにします。なお、このSR-MOD100Cからの戻り値は初期設定で

は、約20ミリ秒後に戻るよう設定されています。

上図はUARTホストから6Chと43hを送信（言語設定を日本語）した時

にSR-MOD100CからACKが返った時の波形データです。

約20ミリ秒後にACKである6Fhが返っていることがわかります。

■複数の戻り値があるコマンドの場合

戻り値が2つ以上あるコマンドの場合には、SR-MOD100Cは1つず

つ戻り値を戻し、次の戻り値をSR-MOD100Cから送信させたい場合

には、必ず"ARG_ACK"(20h)コマンドを送る必要があります。"ARG_A

CK"をホスト側から送信しないと、次の戻り値をSR-MOD100Cは送信

できませんので、ご注意ください。

例えば、不特定話者音声認識が正しく完了した場合、SR-MOD100

Cは完了したことを通知する"STS_SIMILAR"(73h)と、それに続いて該

当するインデックス値を返します。この時、SR-MOD100Cは最初の73

hを送信後、"ARG_ACK"(20h)を受信するまでインデックス値の送信を

待機します。"ARG_ACK"(20h)を受信後、インデックス値を返します。

例：不特定話者認識を実行したワードセット3に対して実行した場合

ﾏｲｺﾝ 69h 44h 受信 20h 受信

↓ ↓ ↑ ↓ ↑

SR-MOD100 受信 受信 音声認識実行 認識完了 73h 受信 41h

話者 ゼロと発声

■ウェイクアップ信号について

SR-MOD100Cでは電源投入直後は自動的にスリープモードになっ

ています。よって電源投入初回にコマンドを送信した場合、"STS-AWA

KEN"(77h)がSR-MOD100Cから戻り、ウェイクアップします。この77

hが戻った場合には、その直前にSR-MOD100Cが受信したコマンドや

データは破棄されますので、あるコマンドをSR-MOD100Cに送信後、

77hが戻った場合には、そのコマンドをもう一度送信する必要がありま

す。

SR-MOD100Cにコマンドを送信する場合には必ず、コマンド送信

後に77hが返らないかを確認し、77hが返った場合には、再度そのコマ

ンドを送信するようホスト側のプログラムを設計して頂けますようお願

い致します。特に電源投入直後は常にスリープモードになっていること

に留意してください。

※電源投入直後以外でも、スリープモードになっている場合があります

ので、上記の通りホスト側からコマンドをSR-MOD100C側に送信する

場合には必ず、77hが返らないかをご確認ください。

■使用言語設定についてのご注意

SR-MOD100Cでは使用言語を設定するコマンド、"CMD_LANGUA

GE"(6Ch)コマンドがあります。本コマンドによって、SR-MOD100Cが

使用する言語を設定しますが、その設定は電源を切断すると、リセット

され不定の状態となります。（不揮発性メモリーに記憶されません）

よって、電源投入後には必ず使用言語の設定を行う必要があります。本

設定を行わないで使用すると、認識精度が著しく悪くなります。よって、

認識精度を確保するために、電源を投入後は本コマンドを必ず実行し

てから各種コマンドを送信するようにホスト側の設計をして頂けますよ

うお願い致します。

なお、電源投入後に言語設定コマンド、"CMD_LANGUAGE"を実行

するという処理が難しい場合には、、"CMD_RECOG_SD"・"CMD_RE

COG_SI"・"CMD_TRAIN_SD"のコマンドを実行する前に、必ず本コマ

ンドを実行するように設計されると安全です。見落としがちな設定項目

ですので、十分ご注意ください。

■シリアルコマンドの時間間隔について（SR-MOD100C→ホスト）

SR-MOD100Cから返される戻り値についてですが、複数バイトの

戻り値がある場合、各バイト毎にディレイが設定されています。デフォル

ト設定では20ミリ秒となっています。このディレイ値はコマンドによって

0～10ミリ秒、20～100ミリ秒、200～1000ミリ秒の間でそれぞれ設

定できます。

SR-MOD100Cでは複数の戻り値を返す場合1バイト毎に次の戻り

値を要求する20hを受信するホスト側が送信する必要があります。この

20ミリ秒の遅延というのは、SR-MOD100Cが20hをホストから受信

した時に次の戻り値を返すまでの時間です。

ホスト機器(PIC等) SR-MOD100C

RX TX

例えば、不特定話者認識を実行した結果、認識が完了しその結果を

SR-MOD100Cがホスト側にコマンドで通知する場合、SR-MOD100

Cは認識完了を示す73hと、それに続いてどのワードを認識したのかと

いうことを示すインデックス値40h～60hまでを返します。ホスト側は

最初の73hを受信したら、次の引数を受信するために73h受信後、20h

をSR-MOD100Cに送信します。

SR-MOD100Cはこの20hを受信してから20ミリ秒後に認識結果で

あるインデックス値をホスト側に送信します。
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■シリアルコマンドの時間間隔について（ホスト→SR-MOD100C）

SR-MOD100CにデータをUARTホスト機器から送信する時で引数

も伴う際には、複数バイトをSR-MOD100Cに送信することになります

が（2バイト以上のデータをSR-MOD100Cに送信する場合には）、各1

バイトのデータ毎に10ミリ秒から100ミリ秒の時間的な遅延を入れて

頂くことをお勧めします。

この遅延時間は、SR-MOD100Cがどのような状態、処理をしている

かで最適値が変わり、ほとんどの場合には遅延を入れなくても動作す

ることがあります。しかし、遅延を各バイト毎に入れて頂いたほうが確

実なデータの送受信が可能となります。目安は10ミリ秒～100ミリ秒

です。時間的な余裕があるコマンドの実行時には、なるべく長いディレ

イを入れて頂くようお願い致します。

下図は、UARTホスト機器から3バイトのデータをSR-MOD100Cに

送信した例です。コマンドは、"CMD_ERASE_SD"(65h)でSDフレーズ

の学習回数をリセットするコマンドです。引数には、グループインデック

ス値と、そのフレーズのポジション値を指定します。コマンドを含め合計

3バイト送信となります。

上の例では、各バイト毎に約10ミリ秒の遅延を挿入しています。

戻り値は最後の引数をSR-MOD100Cが受信してから約20ミリ秒程

度で戻っています。（この戻り値の時間はコマンドで設定可能です。）

万一、UARTコマンドをSR-MOD100Cに送信してみて、期待した戻

り値(STS_SUCCESSなど)が得られない場合には、送信する間隔を開

けるなどして調整をお願い致します。
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シリアルコマンド一覧

コマンドに書かれた値は、16進数です。例えば、"6Ch"と書かれたコマンドの場合には、16進数の6Cという意味になります。（C言語などでは0x6C

と記載することがあります。）コマンドはすべて1バイトで、必要に応じてパラメーター（引数）があります。

各コマンドを送信すると、コマンドの内容に応じて戻り値（SR-MOD100Cからホストへ戻る値）がある場合があります。戻り値がある場合には、各

コマンド解説の項に「期待戻り値」の種類が記載されています。戻り値があるコマンドの場合には、必ず戻り値が戻ったことを確認した後、ホスト機器

は次のコマンドを送信するように設計する必要があります。期待戻り値とは、そのコマンドが実行された時、または実行が完了した後に返ることが予

想される戻り値のことをいいます。多くの場合、ACK（正常完了の通知）である"STS_SUCCESS(6Fh)"の戻りが期待されます。

コマンド パラメーター 次のコマンドはACKの戻りを確認後に発行

ACK等の戻り値

ACK等、戻り値が戻る前にコマンドを送信してしまうと、正しくSR-MOD100Cは動作を行いませんのでご注意ください。また、場合によってはエラ

ーコードが返っている場合がありますので、必ず戻り値を読んで、エラーの場合にはその対応をできるようホスト側プログラムを作成してください。

引数に記載されている値は、SR-MOD100Cの数値表現にして送信する必要があります。例えば、引数に "0"（ゼロ）と記載されている場合には、4

1hを送信します。"1"（イチ）と記載の場合には、42hです。ご注意ください。なお引数の項目がないコマンドには引数の設定はありません。

下記コマンド一覧の引数の部分に記載の[ ]内の値は、引数のバイト数を表します。

■SR-MOD100CRを制御するコマンド一覧

【機能/動作】 CMD_BREAK 音声認識の動作を中止します、又は現在の動作状態を確認します

【コマンド】 62h ('b')

【解説】 音声認識プロセスが実行中の場合には、このコマンドを送信することでSR-MOD100Cは認識プロセスを中止します。中止した場合

には、戻り値としてSTS_INTERR(69h)が返ります。同様にフレーズ認識学習を強制的に終了したい場合も使用できます。

その他、何も動作をしていない場合で、コマンドを受け入れ可能な場合には、STS_SUCCESS(6Fh)を返します。何かコマンドを送信

する前に、このコマンドを送信し、STS_SUCCESSが返ることを確認することで、SR-MOD100Cがコマンド受け入れできる状態か

どうかを確認することができます。

その他、パワーダウンモード実行中でコマンド受信でウェイクアップをしたい場合には、このコマンドを使用することで、ウェイクアッ

プだけを実行できます。

【期待戻り値】 STS_SUCCESS(6Fh) STS_INTERR(69h)

【機能/動作】 CMD_SLEEP 指定したパワーダウンモードを実行します

【コマンド】 73h ('s')

【引数】 1つ [1]スリープモードを0～8の中から1つ指定します。

0 = キャラクタを受信した時だけウェイクアップします

3～5 = 2回のクラップ音（手を叩く音）の入力（解説参照）及びキャラクタを受信した時にウェイクアップします

6～8 = 3回のクラップ音（手を叩く音）の入力（解説参照）及びキャラクタを受信した時にウェイクアップします

【解説】 SR-MOD100Cの消費電流は+5V電源使用時で、動作時平均約25mA程度です。

スリープモードになると上記引数0の時は6mA程度、その他の時は7mA程度になります。

引数0の時は、スリープ中に何らかのコマンドを受信するとウェイクアップします。

引数3～5の時は、手を2回叩く音（クラップ）によってウェイクアップします。引数の違いは音の感度の違いで、3が最も感度が良く比

較的小さな音で反応します。5を指定すると、少し大きめのクラップ音に反応します。

なお、クラップ音は2回連続で手を「パチパチ」と叩く音で、間隔は1秒～2秒程度にします。（間隔が空きすぎるとクラップ音として認

識されないことがあります。）また、何らかのコマンドを受信してもウェイクアップします。

引数6～8は、手を3回叩く音によってウェイクアップします。引数の違いは上記と同じで感度の違いとなります。3回「パチパチパチ」と

手を叩くとウェイクアップします。また、何らかのコマンドを受信してもウェイクアップします。

【期待戻り値】 STS_SUCCESS(6Fh)



17

【機能/動作】 CMD_LANGUAGE 使用言語を指定します

【コマンド】 6Ch ('l')

【引数】 1つ [1] 設定言語： 0=英語、 1=イタリア語、 2＝日本語、 3=ドイツ語、 4=スペイン語、 5=フランス語

【解説】 SR-MOD100Cの使用する言語を設定します。本設定は電源投入後、最初の音声認識（SDフレーズ、SIフレーズ、SVフレーズいずれ

の場合も）及び最初のフレーズ学習をする前に必ず設定を1回する必要があります。

電源投入中は、その設定は保持されますが、電源切断後、再度電源を投入した場合には、初回の音声認識時並びにフレーズ学習時に

は、その実行前に言語設定をする必要があります。本設定を行わないで、電源投入後に音声認識をすると正しく動作しません。

必ず電源投入後初回の音声認識、音声フレーズ登録の時にはその作業前に本言語設定を行ってください。

【期待戻り値】 STS_SUCCESS(6Fh)

【補足】 言語設定は基本的には内部のメモリーに記憶されますが、電源切断後にはその設定がリセットされていることがあります。本設定は

認識精度に著しく影響を与えますので認識精度を確保するための対策として、電源投入後には毎回設定を行って頂けますようお願い

致します。なお電源投入直後は、スリープモードになってるため、電源投入直後に本コマンドを送信した場合には"STS_AWAKE"が返

る場合があります。その場合には、再度送信をしてください。

もし、電源投入初回に本コマンドを確実に実行できない場合には、"CMD_RECOG_SD"・"CMD_RECOG_SI"・"CMD_TRAIN_SD"

のコマンドを実行する前に、必ず本コマンドを実行するように設計されると安全です。

※本コマンドは何度実行されても問題ありません。本コマンドの実行を忘れないよう設計をしてください。

【機能/動作】 CMD_TIMEOUT 音声認識のタイムアウト時間を設定します

【コマンド】 6Fh ('o')

【引数】 1つ [1] タイムアウト時間： -1=デフォルト(3秒)、 0=無限待機、 1～31=秒数設定

【解説】 音声認識開始コマンドを送信後、何秒間音声入力を待機するかを設定します。指定した秒数が経過すると、タイムアップして認識プロ

セスは終了します。デフォルト設定では3秒になっており、1～31までを秒単位で指定できます。

なお、無限待機に設定すると、音声認識開始後からタイムアウト制限無く音声入力を待機しますが、周囲の雑音等によって音声が入

力されたと認識して、正しい認識ができないで認識プロセスが終了することがありますので推奨できません。

デフォルト時間(3秒)での使用が最も推奨されます。

【期待戻り値】 STS_SUCCESS(6Fh)

【機能/動作】 CMD_BAUDRATE UARTの通信速度を設定します

【コマンド】 61h ('a')

【引数】 1つ [1] 通信速度： 1 = 115200 、 2 = 57600、 3 = 38400 、 6 = 19200、 12 = 9600（デフォルト設定） 単位:bps

【解説】 非同期式シリアル(UART)の通信速度を5種類から選択して設定します。

引数は1から順番ではなく3の次が6、6の次が12であることに注意してください。

設定直後に返る戻り値は、設定前の速度で戻ります。

通信速度の設定は揮発性です。電源を切断すると、設定はリセットされ9600bpsになります。

【期待戻り値】 STS_SUCCESS(6Fh)
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【機能/動作】 CMD_RESETALL すべての設定及び登録したSD及びSVグループのフレーズを消去します

【コマンド】 72h ('r') 送信後に確認として 52h('R') を送信

【解説】 SR-MOD100Cに設定されているすべての設定及び、ユーザーが登録した特定話者認識フレーズ(SDフレーズ)、話者特定パスワード

フレーズ（SVフレーズ）の登録を削除しリセットします。削除されたSD及びSVフレーズは復旧できません。

本コマンドは、すべての不揮発性メモリーの内容を消去するため、誤って実行しないように2つのコマンドを送信することで実行され

るようになっています。最初に72hを送信後、52hを送信することで消去が実行されます。72hを送信後に、"CMD_BREAK"(62h)を

送信すると本コマンドはキャンセルされます。

リセット及び消去は52hを送信後から開始され、終了までに約15秒～40秒程度かかります。リセット及び消去が完了すると、"STS_

SUCCESS(6Fh)"が返りますので、6Fhが返るまで他のコマンド等を送らないように待機する必要があります。次の作業は必ず6Fhが

返ったことを確認してから行うように設計しなければなりません。

【補足】 本コマンドは、内蔵メモリーを初期化することですべての機能をリセットします。予期しない電源断等によって内蔵メモリーの構造が

壊れた場合も本コマンドを実行することで修復することが可能です。但しその場合には登録されている学習フレーズはすべて削除さ

れますので、その後再度フレーズの登録や学習が必要となります。

【期待戻り値】 STS_SUCCESS(6Fh)
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【機能/動作】 CMD_RECOG_SI 不特定話者認識プロセスを実行します

【コマンド】 69h ('i')

【引数】 1つ [1] ワードセットインデックス： 1～3

【解説】 不特定話者音声認識(SI)プロセスを実行します。プレインストールフレーズのワードセットはあらかじめ1～3に分類されています。ど

の分類の音声認識を実行するのかを引数で指定します。プレインストールフレーズ一覧は本書6ページをご覧ください。

音声認識プロセスは、引数の値を送信した時点から開始されます。タイムアップ時間を指定している場合には、引数の値送信後から

音声入力がされる期間を時間カウントします。一連の動作フローを以下に記載します。

認識が正しく行われると、"STS_SIMILAR"(73h)が返り、ホスト側から"ARG_ACK"(20h)を送信すると、認識したフレーズに該当する

インデックス値を返します。

上記例ではプレインストールフレーズとしてワードセット番号に1番(42h)を指定していますので、例えばこの例では「こんにちは」と発

声した場合、リストのIndex番号7に該当するフレーズなので、上記フロー図の最後は48hが返ることになります。

認識に成功しリストにあるフレーズだった場合には"STS_SIMILAR"(73h)を、認識できないフレーズだった場合には"STS_ERROR"

(65h)を、設定したタイムアウト時間以内に音声入力がなかった場合には、"STS_TIMEOUT"(74h)を出力します。

なお、注意が必要なのはフレーズの認識が出来た後、SR-MOD100Cは"STS_SIMILAR"(73h)を出力して認識できたことを通知し

てきますが、ホスト側が"ARG_ACK"(20h)を出力しないと、認識結果のインデックス番号を出力しないことにご注意ください。

【期待戻り値】 STS_SIMILAR(73h) 、 STS_TIMEOUT(74h) 、 STS_ERROR(65h)

【補足】 本コマンドを電源投入後に最初に実行する場合には、本コマンド実行の前に必ず"CMD_LANGUAGE"(6Ch)にて使用言語の設定を

行っておく必要があります。使用言語の設定は、本来電源投入後電源が切断されなければ、1回だけでよいですが、本コマンド実行前

に必ず言語設定を実行してから、本コマンドを実行するよう設計されても問題ありません。
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【機能/動作】 CMD_GROUP_SD 特定話者認識(SD)及び話者特定(SV)フレーズをグループに新規登録します

【コマンド】 67h ('g')

【引数】 [1] グループインデックス： 1～15 = SDフレーズ 16 = SVパスワードフレーズ

[2] コマンドポジション： 0～31 = コマンドポジションの指定

【解説】 特定話者認識(SD)フレーズを登録するグループ(1～15)又は、話者を特定(SV)するフレーズを登録するグループ(16)に、新規にフレ

ーズを登録します。

新しくSDフレーズ又はSVフレーズを作る場合には、このコマンドで任意のグループにフレーズを登録します。フレーズは、各グループ

にそれぞれフレーズを登録することが可能で、各フレーズの番号をコマンドポジションと呼びます。

なお、この時点では新規にフレーズを登録するエリアは登録されましたが、まだ実際にはフレーズや、フレーズの内容がわかる名前

（ラベル）は登録していませんので、このあとの別のコマンドでフレーズの学習登録、フレーズに対する名前付けを行います。

なお、すでに登録可能なメモリー容量を超えて登録しようとすると、"STS_OUT_OF_MEM"(6Dh)が返り、新規登録ができないこと

を通知します。登録は最大で、パスワードフレーズ(SVフレーズ)と合わせて32フレーズとなります。

登録されたエリアは内蔵の不揮発性メモリーに記憶されますので、電源を切断してもその内容は保持されます。

【期待戻り値】 STS_SUCCESS(6Fh) 、 STS_OUT_OF_MEM(6Dh)

【使用例】 例：話者特定認識(SD)フレーズの、グループ1にコマンドポジション番号0番のフレーズを新規に登録する場合には、次のようにコマン

ドを送信します。

67h - 42h - 41h

【機能/動作】 CMD_NAME_SD 特定話者認識(SD)及び話者特定(SV)フレーズに名前（ラベル）を付けます

【コマンド】 6Eh ('n')

【引数】 [1] グループインデックス： 1～15 = SDフレーズ 16 = SVパスワードフレーズ

[2] コマンドポジション： 0～31 = コマンドポジションの指定

[3] ラベルの長さ： 1～31 = 名前（ラベル）の文字列の長さを指定します

[4]～[n]ラベルの文字列(ASCII)： 名前（ラベル）をASCIIキャラクタで引数[3]で指定した文字数分送信します

【解説】 SR-MOD100Cでは、"CMD_GROUP_SD"(67h)で新規に作成したSDフレーズ又はSVフレーズの登録エリアに対して、後からそれ

が何というフレーズだったかを文字列として分かるように、登録学習させるフレーズに対して名前（ラベル）を31文字以内で付けるこ

とができます。文字列はASCIIキャラクタで指定し、記号は使用できません。

例えば、わかりやすい例としては、「こんにちは」というフレーズならば、"KONNITIWA"などの文字列を登録しておきます。

登録された名前は内蔵の不揮発性メモリーに記憶されますので、電源を切断してもその内容は保持されます。

特定話者認識(SD)フレーズは、グループが1～15グループまでありますので、任意のグループを選びます。

話者を特定する(SV)パスワードフレーズは、16グループにのみ登録できます。

各グループには0～31までの計32個のフレーズを登録することができます。コマンドポジションとは、そのグループ内での番号のこと

をいいます。"CMD_GROUP_SD"で登録したグループインデックス内のフレーズ（コマンドポジション）に対して、名前を付けます。

【補足】 このコマンドを実行する前に、"CMD_GROUP_SD"(67h)を実行して、SDフレーズグループ又はSVフレーズグループにコマンドを作

成してから実行してください。コマンドが先にできていないと、名前を登録することができません。

【期待戻り値】 STS_SUCCESS(6Fh)

【使用例】 例：SDグループのグループインデックス1のコマンドポジション0に登録されているSDフレーズに対して、"HELLO"という名前（ラベ

ル）を付ける場合

6Eh - 42h - 41h - 46h - 48h - 45h - 4Ch - 4Ch - 4Fh

1 0 長さ5 "H" "E" "L" "L" "O"
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【機能/動作】 CMD_TRAIN_SD SDフレーズ・SVフレーズの認識フレーズの学習を実行します

【コマンド】 74h ('t')

【引数】 [1] グループインデックス： 1～15 = SDフレーズ 16 = SVパスワードフレーズ

[2] コマンドポジション： 0～31 = コマンドポジションの指定

【解説】 先に"CMD_GROUP_SD"(67h)で作成したSDフレーズ又はSVフレーズに対して、音声認識に必要なフレーズ学習を実行します。

話者がSR-MOD100Cに接続されたマイクに向かって、発声することで、その発声内容をSR-MOD100Cは学習して内蔵された不揮

発性メモリーに登録します。

学習は1つのフレーズに対して最高6回まで行うことができます。但し、実用的には2回～3回程度の学習で十分な認識精度が得られ

ます。学習の回数は3回より多くしても認識精度の向上は期待できませんので、多くても3回程度までをお奨めします。

なお、学習は7回以上行わないようにしてください。

声質や周囲の雑音等によって認識精度は大きく変わりますので、実際に認識の精度を確かめながら2回～3回程度の反復学習をさ

せることをお奨めします。反復学習させる場合には、再度本コマンドを実行することで、学習を積み重ねることができます。

学習した回数(TRAIN COUNT)は、"CMD_DUMP_SD"(70h)コマンドで確認することができます。

学習は、3バイト目のコマンドポジションのデータを受信した直後から開始されます。コマンドポジションデータをホスト側から送信し

たら、すぐに（3秒以内）音声をマイクに向かって発声します。終了のコマン7ドはなく、音声が入力されてから、無音時間が3秒経過し

た時点で学習は自動的に終了します。

背景雑音の多いところや、人間の音域を超える範囲の音声などでは正しく学習ができず認識精度が著しく悪くなることがあります。ま

た、イントネーションが不明瞭だったり、滑舌のよくない発声だと認識精度に悪影響を与えることがあります。発声する際には周囲が

静かな所で、はっきりとした声でマイクに向かって発声するようにします。

【補足】 同じフレーズを、同一グループインデックス内に重複して学習させようとすると、"STS_RESULT"(72h)でエラーが発生します。この

エラーではフレーズが重複していると思われるコマンドポジションの値を通知します。なお、グループインデックスが異なる場合には、

同じフレーズを登録することができます。

学習プロセスは音声入力後に3秒以上経過すると完了します。完了後には学習が正しく完了したか、又はエラーが発生したか必ず戻

り値が戻りますので、この値を必ず確認するように設計します。エラー"STS_ERROR"(65h)が戻っている場合には、更にその詳細が

戻りますので、原因を特定する目安になります。（詳しくは"STS_ERROR"(65h)の項をご覧ください。）

学習をさせるフレーズについては、予め"CMD_GROUP_SD"(67h)コマンドで、新規にフレーズを登録しておく必要があります。また、

どんなフレーズかを分かりやすくするため、"CMD_NAME_SD"(6Eh)でラベルを付けておきます。

本コマンドを電源投入後に最初に実行する場合には、本コマンド実行の前に必ず"CMD_LANGUAGE"(6Ch)にて使用言語の設定を

行っておく必要があります。使用言語の設定は、本来電源投入後電源が切断されなければ、1回だけでよいですが、本コマンド実行前

に必ず言語設定を実行してから、本コマンドを実行するよう設計されても問題ありません。

【期待戻り値】 STS_SUCCESS(6Fh) 、 STS_RESULT(72h) 、 STS_SIMILAR(73h) 、 STS_TIMEOUT(74h) 、 STS_ERROR(65h)

【機能/動作】 CMD_ERASE_SD SDフレーズ・SVフレーズのフレーズ学習を消去します

【コマンド】 65h ('e')

【引数】 [1] グループインデックス： 1～15 = SDフレーズ 16 = SVパスワードフレーズ

[2] コマンドポジション： 0～31 = コマンドポジションの指定

【解説】 指定したグループインデックスの、コマンドポジションについて、"CMD_TRAIN_SD"(74h)で行った認識学習の学習内容を消去しま

す。このコマンドを実行すると、学習は消去され学習回数は0になります。

なお、本コマンドはフレーズの登録を削除するものではなく、学習内容を消去するものですのでご注意ください。フレーズ登録そのも

のを削除する場合には、"CMD_UNGROUP_SD"(75h)コマンドをご利用ください。

【期待戻り値】 STS_SUCCESS(6Fh)
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【機能/動作】 CMD_UNGROUP_SD SDフレーズ・SVフレーズの登録フレーズを削除します

【コマンド】 75h ('e')

【引数】 [1] グループインデックス： 1～15 = SDフレーズ 16 = SVパスワードフレーズ

[2] コマンドポジション： 0～31 = コマンドポジションの指定

【解説】 指定したグループインデックスの、コマンドポジションに登録されたフレーズを削除します。フレーズ登録そのものが削除されますの

で、そのフレーズを学習させていた場合ても学習内容も削除されます。

フレーズを削除すると、もし削除したフレーズよりも大きい番号のコマンドポジション位置に別のフレーズが登録されている場合に

は、コマンドポジションが繰り上がります。よって、認識結果などもすべて繰り上がることになりますので注意が必要です。下記に例を

示します。

75h - 42h - 43h

5つのフレーズが登録されている ポジション2のフレーズを削除 ポジション3以降のフレーズが繰り上がる

上記の例では、グループインデックス1に登録されている5つのフレーズのうち、コマンドポジション2のフレーズを削除した場合です。

コマンドポジション2が削除されると、コマンドポジション3以降にあったフレーズのコマンドポジションすべて1つずつ繰り上がりま

す。よって上記例では、例えば削除前はコマンドポジション3だった「OPEN」のフレーズが、削除後はコマンドポジション2になります。

認識結果が変わりますので、ご注意ください。

【補足】 削除指定したコマンドポジションに登録されたフレーズがなかった場合には、"STS_INVALID"(76h)が返ります。

【期待戻り値】 STS_SUCCESS(6Fh) 、 "STS_INVALID"(76h)

【機能/動作】 CMD_COUNT_SD 指定したグループインデックス内にある登録フレーズ数を返します

【コマンド】 63h ('c')

【引数】 [1] グループインデックス： 1～15 = SDフレーズ 16 = SVパスワードフレーズ

【解説】 引数1で指定したグループインデックス内にある登録フレーズの個数を返します。

学習の有無にかかわらず登録されているフレーズの個数となります。

【補足】 戻り値は、"STS_COUNT"(63h)で返ります。最初に63hが返った後、"ARG_ACK"(20h)を送信後、登録されているフレーズの個数が

返ります。

【期待戻り値】 "STS_COUNT"(63h)

【機能/動作】 CMD_DUMP_SD SDフレーズ・SVフレーズのラベルと学習回数を取得します

【コマンド】 70h ('p')

【引数】 [1] グループインデックス： 1～15 = SDフレーズ 16 = SVパスワードフレーズ

[2] コマンドポジション： 0～31 = コマンドポジションの指定

【解説】 指定したグループインデックスの、コマンドポジションに登録されたフレーズのラベルの長さとラベル、学習回数を所定の形式に従い

返します。登録済みのフレーズのラベルとフレーズ学習の回数を知ることができます。

【補足】 戻り値は、"STS_DATA"(64h)で返ります。形式がありますので、詳しくは"STS_DATA"の項を参照ください。

【期待戻り値】 "STS_DATA"(64h)

Group1
0 HELLO
1 GOOD_MORNING
2 GOOD_NIGHT
3 OPEN
4 CLOSE

Group1
0 HELLO
1 GOOD_MORNING
2 OPEN
3 CLOSE
4
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【機能/動作】 CMD_RECOG_SD 特定話者認識プロセス及び話者特定認識プロセスを実行します

【コマンド】 64h ('d')

【引数】 1つ [1] グループインデックス： 1～15 = SDフレーズ 16 = SVパスワードフレーズ

【解説】 特定話者音声認識(SD)プロセス及び話者特定認識プロセス(SV)を実行します。

あらかじめ登録・学習させておいたグループインデックス内のフレーズについて、マイクから入力された音声と一致するかどうかの認

識を実行します。引数には、グループインデックスを指定します。

音声認識プロセスは、引数の値を送信した時点から開始されます。タイムアップ時間を指定している場合には、引数の値送信後から

音声入力がされる期間を時間カウントします。一連の動作フローを以下に記載します。

認識が正しく行われると、"STS_RESULT"(72h)が返り、ホスト側から"ARG_ACK"(20h)を送信すると、認識したフレーズに該当す

るインデックス値を返します。

上記例ではプレインストールフレーズとしてワードセット番号に1番(42h)を指定しています。例えばワードセット1番に「こんにちは」と

いうフレーズが登録されていた場合、42h発行後に「こんにちは」と発声した場合、「こんにちは」というフレーズが登録されているリス

トのIndex番号に該当する値が返ります。

認識に成功し、リストにあるフレーズだった場合には"STS_RESULT"(72h)を、認識できないフレーズだった場合には"STS_ERROR

"(65h)を、設定したタイムアウト時間以内に音声入力がなかった場合には、"STS_TIMEOUT"(74h)を出力します。

なお、注意が必要なのはフレーズの認識が出来た後、SR-MOD100Cは"STS_RESULT"(72h)を出力して認識できたことを通知し

てきますが、ホスト側が"ARG_ACK"(20h)を出力しないと、認識結果のインデックス番号を出力しないことにご注意ください。

【補足】 本コマンドを電源投入後に最初に実行する場合には、本コマンド実行の前に必ず"CMD_LANGUAGE"(6Ch)にて使用言語の設定を

行っておく必要があります。使用言語の設定は、本来電源投入後電源が切断されなければ、1回だけでよいですが、本コマンド実行前

に必ず言語設定を実行してから、本コマンドを実行するよう設計されても問題ありません。

【期待戻り値】 STS_RESULT(72h) 、 STS_TIMEOUT(74h) 、 STS_ERROR(65h)
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【機能/動作】 CMD_QUERY_IO 汎用I/Oピンの設定を行います、入力ピンの場合状態を読み込みます

【コマンド】 71h ('q')

【引数】 [1] ピン番号： 1～6 = I/O1～I/O6ピンのピン番号を指定

[2] ピンモード： 0 = 出力Lレベル

1 = 出力Hレベル

2 = 入力ピン （ハイインピーダンス プルアップ抵抗なし）

3 = 入力ピン （内部～10kΩプルアップ抵抗有効）

4 = 入力ピン （内部～200kΩプルアップ抵抗有効）

【解説】 汎用I/Oピンの状態を設定します。汎用I/Oピンの入力できる最大電圧は3.0Vです。5V系の回路とは直結できませんので十分注意し

てください。

出力ピンに設定した場合(引数2の値が0又は1)には、設定が完了すると、"STS_SUCCESS"(6Fh)を本機は出力します。

入力ピンに設定した場合（引数2の値が2～4）には、設定完了直後に"STS_PIN"(70h)を返します。

続いて、UARTホスト側より20h（スペース）を送信すると、入力ピンの状態に応じて次の値を返します。

0(41h) → Low状態

1(42h) → High状態

【期待戻り値】 STS_PIN(70h) 、 STS_SUCCESS"(6Fh)
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■SR-MOD100Cからの戻り値一覧■

【内容名】 STS_COUNT カウントした結果の数量を返すコマンドです

【コマンド】 63h ('c')

【引数】 1つ [1] 整数0～31

【解説】 "CMD_COUNT_SD"(63h)等を実行した際、その結果としてカウントした値を返します。

【関連ｺﾏﾝﾄﾞ】 CMD_COUNT_SD

【内容名】 STS_AWAKEN スリープモードからウェイクアップした時に返ります

【コマンド】 77h ('w')

【引数】 なし

【解説】 スリープモード（パワーダウンモード）から、SR-MOD100Cがウェイクアップした時に戻ります。

SR-MOD100Cを操作するホスト側機器は、必ずコマンドを送った際にこの77hが返らないかを確認するよう設計します。ホスト側か

らコマンドをSR-MOD100Cに送信した結果、77hが返った場合には、SR-MOD100Cはスリープモードであって、そのコマンドを受

信したことでウェイクアップしたことを意味しています。その場合、SR-MOD100Cに送信したコマンドは破棄されていますので、再度

同じコマンドを送信する必要があります。この仕組みがないと、コマンドが正しく実行されないことがありますので十分ご注意くださ

い。

なお、SR-MOD100Cは、電源投入直後はスリープモードになっています。

77hが返る 再度同じコマンドを送信 次のコマンドを送信

何らかのコマンドをSR-MOD100に送信

77hが返らない 次のコマンドを送信

【内容名】 STS_DATA 登録されたSD/SVフレーズの詳細情報を返します

【コマンド】 64h ('d')

【引数】 複数 [1] 音声認識学習情報： ※ -1=なし、 1-6=学習回数、 8=SD/SV競合フレーズ 16=SI競合フレーズ

[2] 競合コマンドのポジション： -1=なし、 0～31=競合しているフレーズのポジション

[3] ラベルの長さ 0～31 指定したインデックスに登録されているラベル（名前）の長さを返します

[4] ラベル名（ASCII） 指定したインデックスに登録されているラベル（名前）の文字列をASCIIで返します

【解説】 "CMD_DUMP_SD"(70h)を実行した際に、その結果を通知するコマンドです。主に登録されているフレーズの認識学習回数と、登録

されてるラベル（名前）を返します。これによって、フレーズの学習が何回行われたか、また登録されているフレーズに付けられたラベ

ルを取得することができます。

※引数1バイト目の学習情報で、値7(48h)及び0(41h)が返る場合があります。これは、-1(40h)と同様で、学習回数がないことを示

しますが、より具体的には一度学習登録がされた後、その学習が削除されたときにその値が返ります。-1、0、7の値はいずれも学習

が0回であることを示しています。

【関連ｺﾏﾝﾄﾞ】 CMD_DUMP_SD
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【内容名】 STS_ERROR SI及びSDフレーズの認識に失敗した場合や学習に失敗したことを通知します

【コマンド】 65h ('e')

【引数】 複数 [1-2] エラーコード エラーコード8ビット分が上位4ビット、下位4ビットに分かれてそれぞれ1バイト、合計2バイトとし

て返ります（下記解説参照）

【解説】

"CMD_RECOG_SD"(64h)、"CMD_RECOG_SI"(69h)、"CMD_TRAIN_SD"(74h)などを実行した際に、その結果がエラーだった場

合（例えば音声認識に失敗した場合など）に戻る戻り値です。65hに続いて、エラーコードが返ります。

エラーコードは特殊な形式で4ビットのコードが8ビット分（1バイト分）のデータとなって返ります。下記に詳細を記載します。

例えば、特定話者認識として"CMD_RECOG_SD"(64h)をホストからSR-MOD100Cに送信して、その後音声をマイクに発声します。

その結果、その発声した音声が、登録されていない音声だった場合、それは"ERR_RECOG_FAIL"(11h)となります。

この場合、SR-MOD100Cは、次のようなコードを返します。（次の値を取得するにはホスト側から20hを送信しているものとします。）

65h→42h→42h

42hはSR-MOD100Cの数値表現として"1"です。よって、最初の42hも1、次の42hも1なので0001 及び 0001 となります。

これが合計8ビットのエラーコードが上位と下位4ビットに分かれて返るという意味です。

これをまとめると、"00010001"となりますので、11hとなります。

例えば背景雑音の多い場所で複数の音声などが聞こえる場所で認識を行ってエラーになった場合には、"ERR_DATACOL_TOO_C

HOPPY"(07h)が返ります。この場合には、65h→41h→48hとなります。これは、上位4ビットは0000、下位4ビットは0111となりま

すので、07hとなります。

【エラーコード】 エラーコードはエラーの内容を示す物ですが、あくまでも目安であり正確なエラー内容を示すものではありません。

エラーが発生したかどうかは、65hが返ったことで判別し、エラーコードは目安としてご利用ください。

03h ERR_DATACOL_TOO_NOISY 雑音が多すぎます

04h ERR_DATACOL_TOO_SOFT 入力音声が小さすぎます

05h ERR_DATACOL_TOO_LOUD 入力音声が大きすぎます

06h ERR_DATACOL_TOO_SOON 入力音声が速すぎます

07h ERR_DATACOL_TOO_CHOPPY 要素が多すぎます、内容が複雑すぎます、認識が不安定です

11h ERR_RECOG_FAIL 認識に失敗しました

12h ERR_RECOG_LOW_CONF 認識結果が信頼できません

13h ERR_RECOG_MID_CONF 認識結果が信頼できません

14h ERR_RECOG_BAD_TEMPLATE メモリーに記憶されたSD/SVコマンドが不正です

17h ERR_RECOG_DURATION 間違ったパターン間隔です

80h ERR_NOT_A_WORD SIフレーズに登録されていない又はSIフレーズで認識できない音声です

主に03h～07hは音声信号取得に関する問題で発生します。使用場所周辺の騒音が大きい場合などで認識に問題がある場合に通知

されます。11h～13hは音声レベルによるもので、このエラーが発生する場合には、本書最後部に記載の「音声認識の微調整」を実施

してレベル設定をすると改善することがあります。

14h～17hは、内部メモリーの破損等によるものです。電源電圧の確認をした上で、一度すべての登録をし直す必要があります。

80hは、不特定話者認識(SI)を実行時に認識ができなかった場合に通知されるエラーです。登録されていないフレーズだったり、認識

ができないような音声（音）だった場合に通知されます。

【関連ｺﾏﾝﾄﾞ】 "CMD_RECOG_SI" 、 "CMD_RECOG_SD" 、 "CMD_TRAIN_SD"

【内容名】 STS_INVALID 不正なコマンド又は値です

【コマンド】 76h ('v')

【引数】 なし

【解説】 コマンドとして定義されていない値や、範囲を逸脱した値等をSR-MOD100Cが受信した時に発行するコマンドです。

間違った値が送信されていますので、コマンドや送信している値について再度確認が必要です。
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【内容名】 STS_TIMEOUT 実行した処理がタイムアウトした場合に発行されます

【コマンド】 74h ('t')

【引数】 なし

【解説】 音声認識開始コマンドや、音声認識フレーズ登録学習コマンドを発行後、一定時間何も音声入力がないなどし、タイムアップした時

に戻る戻り値です。

【関連ｺﾏﾝﾄﾞ】 "CMD_RECOG_SI" 、 "CMD_RECOG_SD" 、 "CMD_TRAIN_SD"

【内容名】 STS_INTERR "CMD_BREAK"の結果として、処理を割込終了した時に戻ります

【コマンド】 69h ('i')

【引数】 なし

【解説】 音声認識開始コマンドや、音声認識フレーズ登録学習コマンドを発行後に"CMD_BREAK"(62h)をSR-MOD100Cが受信すると、直

ちに現在の処理を強制的に終了して、本コマンドを返します。音声認識及びフレーズ学習が強制的に割込終了されたことを通知しま

す。

【関連ｺﾏﾝﾄﾞ】 "CMD_BREAK"

【内容名】 STS_SUCCESS コマンドが正しく実行されたこと、及びOKを通知するコマンドです

【コマンド】 6Fh ('o')

【引数】 なし

【解説】 各種コマンド実行時に、そのコマンドの処理が問題無く完了したことを通知するコマンドです。コマンドが正しく受信され実行された

場合や、コマンドに対する"OK"の場合に戻ります。

【内容名】 STS_RESULT SD及びSV認識での認識結果を通知するコマンドです。フレーズ学習時に既に

似たフレーズが存在する場合にも返ります。

【コマンド】 72h ('r')

【引数】 1つ [1] コマンドポジション： 0～31 = コマンドポジション

【解説】 特定話者認識フレーズ(SD)並びに、話者特定認識(SV)において、その認識結果を通知するコマンドです。

認識が正常に行われ、結果が登録済みフレーズと一致すると、そのポジション位置を0～31の範囲で返します。

ホスト側から"CMD_RECOG_SD"を発行後、音声を入力し、その結果認識が正常にできるとこのコマンドをSR-MOD100Cは返しま

す。認識に失敗した場合には、"STS_ERROR"(65h)を返します。

なお、72hが返った後、コマンドポジションの引数を取得する場合には、ホスト側から20hをSR-MOD100Cに送って取得します。

本コマンドにはもう1つ別の意味があります。特定話者認識フレーズ(SDフレーズ)を登録学習させた場合に、すでに同じグループ内

に、よく似たフレーズが存在している場合、重複していることを示唆する目的で返ります。その場合、フレーズの登録及び学習結果の記

憶、登録は可能ですが似たフレーズが既に存在しているため認識結果に間違いが生じる場合があります。

【関連ｺﾏﾝﾄﾞ】 "CMD_RECOG_SD" 、 "CMD_TRAIN_SD"
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【内容名】 STS_SIMILAR SI認識での認識結果を通知するコマンドです。

【コマンド】 73h ('s')

【引数】 1つ [1] ワードインデックス： 0～31 = ワードインデックス

【解説】 不特定話者認識フレーズ(SI)において、その認識結果を通知するコマンドです。

認識が正常に行われ、結果が登録済みフレーズと一致又は一致していると考えられる似たフレーズと解析されると、そのワードイン

デックスの値を0～31の範囲で返します。

ホスト側から"CMD_RECOG_SI"を発行後、音声を入力し、その結果認識が正常にできるとこのコマンドをSR-M

OD100Cは返します。認識に失敗した場合には、"STS_ERROR"(65h)を返します。

なお、72hが返った後、インデックス値の引数を取得する場合には、ホスト側から20hをSR-MOD100Cに送って取得します。

【関連ｺﾏﾝﾄﾞ】 "CMD_RECOG_SI" 、 "CMD_TRAIN_SD"

【内容名】 STS_OUT_OF_MEM 内蔵メモリーの容量がいっぱいです

【コマンド】 6Dh ('m')

【引数】 なし

【解説】 内蔵メモリーの容量がいっぱいになったことを通知するコマンドです。既に登録済みの認識フレーズを削除するなどの処置を行って

ください。なお、登録数が少ないにもかかわらず本エラーが発生する場合には、内蔵メモリーの構造に問題が発生していることがあ

りますので、一度"CMD_RESETALL"(72h)でメモリーを初期化してください。

※"CMD_RESETALL"を実行すると、登録されているすべてのデータは削除されます。

【関連ｺﾏﾝﾄﾞ】 "CMD_GROUP_SD"

【内容名】 STS_PIN 汎用I/Oピンを入力設定した際の入力状態を取得します

【コマンド】 70h ('p')

【引数】 1つ [1] ロジックレベル状態 0 = 入力状態Lowレベル、 1 = 入力状態Highレベル

【解説】 "CMD_QUERY_IO"(71h)で汎用I/Oピンの状態を入力設定にした際、I/Oピンのロジック状態がLowレベルか、Highレベルかの状態

を通知するコマンドです。

"CMD_QUERY_IO"(71h)を発行した後、70hが返り、続いての引数を得るため20hを受信すると入力状態の結果を返します。

【関連ｺﾏﾝﾄﾞ】 "CMD_QUERY_IO"(71h)
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■SR-MOD100Cのカスタムメッセージ関連コマンド■ ※FWバージョンが3以上で使用できます

【内容名】 CMD_SOUND_PLAY 録音したカスタムメッセージを再生します

【コマンド】 70h ('p')

【引数】 3つ [1] -1に固定 (40h固定)

[2] 再生するメッセージのインデック値 0～31 (41h～60h)

[3] 0に固定(40h固定)

【解説】 あらかじめ内部の不揮発性メモリーに録音されたメッセージを再生するコマンドです。

引数の1バイト目は必ず-1とします。本製品の数値表現の場合には40hとします。

引数の2ハイト目は再生するメッセージのインデック値を0～31の範囲で指定します。(41h～60hの値です)

引数の3バイト目は0固定です。40hを受信した時点で再生を開始します。

【期待戻り値】 再生が終了すると、"STS_SUCCESS"(6Fh)が返ります。これは再生終了のマーカーとなります。次のコマンドを送信する場合には必

ず再生が完了したことをこのコマンドで確認してください。

指定したインデックス値に録音音声がない場合や引数に誤りがある場合、"STS_INVALID"(76h)が返ります。

【内容名】 CMD_SOUND_REC 指定したインデック値に音声を録音します

【コマンド】 72h ('r')

【引数】 4つ [1] -1に固定 (40h固定)

[2] 録音するメッセージのインデック値 0～31 (41h～60h)

[3] 8に固定(49h固定)

[4] 0に固定(41h固定)

【解説】 指定したインデックス値に音声を録音します。

引数1と3、4はそれぞれ値が固定されています。上記を参考に値を送信してください。

引数の4バイト目の41hを受信すると録音を開始します。

【期待戻り値】 指定したインデックス値にすでに音声が録音されている場合（空いていない場合）、"STS_INVALID"(76h)が返ります。

【補足】 62hを受信すると録音を終了します。録音を終了したい時はUARTホストから62hを送信してください。

録音が正しく停止すると、本機は69hを返します。

録音は空きインデックスにのみ行えます。すでに録音されているインデックスには録音できません。

録音したい場合にはあらかじめイレースコマンドで該当インデックスの音声データを削除しておきます。

【内容名】 CMD_SOUND_ERASE 指定したインデック値の音声を削除します

【コマンド】 65h ('e')

【引数】 2つ [1] -1に固定 (40h固定)

[2] 削除するメッセージのインデック値 0～31 (41h～60h)

【解説】 指定したインデックス値の音声を削除します。

引数の1バイト目は必ず-1とします。本製品の数値表現の場合には40hとします。

引数の2バイト目は削除するインデックス値を0～31(41h～60h)の範囲で指定します。

【期待戻り値】 指定したインデックス値にすでに音声がない場合には"STS_INVALID"(76h)が返ります。

イレースが終了すると、"STS_SUCCESS"(6Fh)が返ります。これは削除終了のマーカーとなります。
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使用例

本項では、使用例としてC言語でSR-MOD100Cを制御するプログラ

ムを記述した例を紹介しています。

プログラム中の"SEND"はホスト側からSR-MOD100C側にデータ

を送信していることを示します。また"RECEIVE"はSR-MOD100C側

から送信されたデータを受信していることを示します。"//"はコメント

を示します。

(1)ウェイクアップ動作

コマンドo("STS_SUCCESS" 6Fh)を受信するまで"CMD_BREAK"

を送信し続けます。多くの場合、すぐに"STS_SUCCESS"は受信します

が、SR-MOD100C本体がハングアップしている場合にはそのままプ

ログラムが停止してしまいますので、ループの試行回数を10回などに

設定して10回送信しても"STS_SUCCESS"が戻らない場合には、再

起動を促すなどの処置を取ると安全です。

なお電源投入直後は、スリープモードになっていますので、本コマン

ドを送信すると、最初の1回は必ず"STS_AWAKE"が戻りますので、そ

の場合には再度"CMD_BREAK"を送信すると、続いて"STS_SUCCES

S"を受信できます。

(2)電源起動後の使用言語等の設定

電源起動後は必ず使用言語の設定を行います。以下例は日本語に

設定した場合です。またタイムアップ時間を5秒に設定しています。

各種コマンド送信後は必ず、その後にSR-MOD100CがACKである"

STS_SUCCESS"(6Fh)を返すことを確認するよう設計してください。A

CKが返らない場合には、そのコマンドの処理は正しく実行できていま

せんので、一度"CMD_BREAK"を送信して再度"STS_SUCCESS"が返

ることを確認し、再度コマンドを送信するように設計します。戻り値は

必ず確認する仕組みを作ってください。

//ウェイクアップするまで待機します

DO{
SEND 'b';

}LOOP UNTIL REVEIVE = 'o'

//使用言語を設定します

SEND 'l'; //6Chを送信
SEND 'C'; //日本語は 2なので 43h(=C)を送信

IF RECEIVE = 'o' THEN OK ELSE ERROR; //ACKの確認

//タイムアウトを 5秒に設定します

SEND 'o'; //CMD_TIMEOUT送信
SEND 'F'; //5は 46h(=F)を送信

IF RECEIVE = 'o' THEN OK ELSE ERROR; //ACKの確認

(3)内蔵SIフレーズでの認識を実行する

ワードセット1にある不特定話者認識フレーズ(SI)の認識を実行して

みましょう。タイムアップは5秒に設定されていますのでコマンド送信後

5秒以内に発声しないと、タイムアップとなります。

コマンド受信後次のコマンドを受信する場合には、スペースの20hを

送信します。

エラーコードは上位4ビットと下位4ビットに分かれて2バイトとして

受信します。最初は上位4ビットが送られますので、受信した値から41h

を引いた後、10h(=16)を乗算すると上位4ビットとなります。続いて、2

0hを送信して下位4ビットを取得します。例えばSIフレーズにないフレ

ーズだった場合SR-MOD100Cは、エラーである"STS_ERROR"に続

いて80hを2バイトに分けて、49h→41hと送信します。よって、

(49h-41h)×10h=80h 上位4ビット

(41h-41h)=0h 下位4ビット

となり、値は80hとなり、"ERR_NOT_A_WORD"になります。

(4)SDフレーズを新規に登録して、フレーズ学習させる

新規に特定話者認識フレーズ(SDフレーズ)を登録させて、そのフレ

ーズに対して2回の反復学習をさせる場合のコード例を紹介します。

登録はグループ3、ポジション0に「DENGEN_ON」(電源オン)を追加

し、2回学習させます。

↓続きます

//ワードセット 1の SIフレーズ認識を開始

SEND 'i'; //SI認識コマンド
SEND 'B'; //ワードセット 1

//ここで 5秒以内に発声します
//例として"こんにちは"と発声した場合

result = RECEIVE; //受信したコマンドを代入

IF result = 's' { //認識成功
SEND ' '; //スペース(20h)を送信
command = RECEIVE - 'A'; //41hを引くと値になる

}ELSE IF result = 't'{ //タイムアウト

}ELSE IF result = 'e'{ //エラーを受信
SEND ' ': //次の値を受信
err = (RECEIVE - 'A') * 16; //上位 4ビット取得
SEND ' ';
err = (RECEIVE - 'A'); //下位 4ビット取得

}ENDIF

//グルーブ 3ポジション 0に新規フレーズを追加

SEND 'g';
SEND 'D'; //グループ 3
SEND 'A'; //ポジション 0

//上記に対してラベルを割り当てます

SEND 'n';
SEND 'D'; //グループ 3
SEND 'A'; //ポジション 0
SEND 'J'; //文字数 9文字 (4Ah)

SEND 'D';
SEND 'E';
SEND 'N';
SEND 'G';
SEND 'E';
SEND 'N';
SEND '_';
SEND 'O';
SEND 'N'; //ラベルここまで

IF RECEIVE = 'o' THEN OK ELSE ERROR
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SDフレーズに対する学習は2回程度の反復学習をお奨めします。

認識学習の結果は重要です。問題無く"STS_SUCCESS"が返ることを

確認してください。"STS_RESULT"(r)が返る場合には、今学習させよ

うとしたフレーズは既に同じグループ内に存在しているしている可能性

があります。又はよく似たフレーズがある場合があり、その場合認識結

果に間違いが生じたり、認識精度が悪くなることがありますので、フレ

ーズの見直しが必要となります。

エラーの場合には、"STS_ERROR"の表を参照して、エラー対応をす

る処理を記述してください。

登録済みのSDフレーズの情報（学習回数、ラベル等）を取得したい場

合には、"CMD_DUMP_SD"(70h)を使用します。

//登録した SDフレーズに対して学習を 2回行います

SEND 't';
SEND 'D';
SEND 'A';

//ここで発声 「デンゲンオン」

result = RECEIVE

IF result = 'o'{ //問題無く完了
OK

}ELSE IF result = 'r'{
//認識は OKですが似たよくフレーズが既に SDフレーズ
//として登録されていると認識された場合は rが返る

SEND ' '; //20h送信で競合するコマンドを取得
command = RECEIVE - 'A';

}ELSE IF result = 't'{
//タイムアウト

}ELSE IF result = 'e'{ //エラーを受信
SEND ' ': //次の値を受信
err = (RECEIVE - 'A') * 16; //上位 4ビット取得
SEND ' ';
err = (RECEIVE - 'A'); //下位 4ビット取得

}ENDIF

主な仕様

電源電圧： DC3.3V又はDC5V （選択可）

消費電流： スリープモード時：約6mA

通常動作待機時：約22mA

認識動作時：約25mA～30mA程度

インターフェイス： 非同期式シリアル (UART)

対応OS: Windows7、8、10

生産国： イタリア

使用上の注意

SR-MOD100Cの使用に際して、必ず下記の注意事項をお守りくだ

さい。

①SR-MOD100Cを使用したことにより生じる、明示的及び潜在的な

使危険性や、不確実性について、当方では予見することができません。

使用する際には、お客様の責任においてこの製品を正しくお使いいた

だけますようお願い致します。

②当方では、SR-MOD100C本体並びにサポートソフトウエア、本マニ

ュアル等製品に関わるすべての製品、サービスについて安全性、正確

性、有用性について一切の保証を行いません。

③SR-MOD100Cは、音声認識をすることを目的に開発、販売された

製品ですが、その音声認識の信頼性は保証されていません。また使用に

ついては一般的な製品での使用の範囲に限定されます。本製品を宇

宙、航空、原子力、燃焼制御、運輸、交通、各種安全装置、ライフサポート

関連の医療機器等のように、特別な品質・信頼性を要求され、その故障

や誤動作が直接人命を脅かしたり、人体に危害を及ぼす恐れのある用

途向けには使用できません。

④SR-MOD100Cでは様々な要因によっ音声認識の精度が悪くなった

り、期待した性能を発揮できないことがあります。本製品を使用するこ

とによって生じた、もしくはこれに関連するいかなる直接・間接損害、懲

罰的損害、その他データの破損や消失等を含むいかなる損害、損失に

ついても、当方では一切責任を負いかねます。あらかじめご理解とご了

承頂けますようお願い致します。

④本製品を使用した製品等を製造させる場合には、様々なフェイルセ

ーフ機能（安全設計）を施して頂き、十分に機器のテストをした上で運

用されますようお願い致します。また、データの損失や予期しない事態

に備え、データのバックアップを行って頂けますようお願い致します。
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サポート情報

本製品の技術的なサポートは製品の開発元、Fortebit社が直接行い

ます。技術的なサポートが必要な場合には、開発元へ直接ご連絡頂き

ます。当方での技術的なサポートは致しておりません。本製品は、Forte

bit社が開発している製品となります。メーカー品番は、EasyVR3 Plus

となります。（基板のレジスト色が赤い場合。基板レジスト色が黒い場合

にはEasyVR3となります。）

技術サポートは英文となります。あらかじめご了承頂けますようお願

い申し上げます。なお、日本語マニュアル及びFAQにつきましては、当

方のサイトより最新の情報をご提供致します。

■サポートをうけたい場合

下記のサイトにアクセスしてください。

https://fortebit.tech/support/

サイト画面右下にあるメールのマークをクリックします。

上記のようにメッセージボックスが表示されますので、Nameにお名前、

Emailにメールアドレスを入力してください。

Questionの欄にご質問事項をご記入ください。入力はなるべく詳しくご

入力ください。

使用環境、通信環境等を参考データとしてお書き頂くとスムーズです。

最後にDepartmentのプルダウンから“support”を選択し、“Leave Mes

sage"ボタンを押してください。

メーカー担当者からご連絡があります。

よくお寄せいただくご質問については、当方のFAQページにまとめて掲

載しております。下記のFAQページをご覧下さい。

http://www。microtechnica。tv/cgi-bin/faq。cgi

マイクロテクニカ

〒158-0094 東京都世田谷区玉川1-3-10

TEL: 03-3700-3535 FAX: 03-3700-3548

(C)2020 Microtechnica All rights reserved
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